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《
研
究
ノ
ー
ト
》清

末
に
お
け
る
中
国
人
日
本
留
学
生
の
創
刊
雑
誌
か
ら
見
た
同
郷
会

―
『
湖
北
学
生
界
（
漢
声
）』
と
「
湖
北
同
郷
会
」
を
め
ぐ
っ
て
―

王　
　
　
　
　

鼎

は
じ
め
に

今
を
去
る
こ
と
一
二
〇
年
ほ
ど
前
、
笈
を
負
っ
て
日
本
に
や
っ
て
き
た
留
学
生
た
ち
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
中
国
よ
り
先
ん
じ
て

西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
自
由
で
平
等
な
思
想
を
吸
収
し
、
思
想
的
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
、

中
国
人
留
学
生
史
は
、
義
和
団
事
件
を
境
に
、
事
件
以
前
の
初
期
段
階
「
少
数
良
質
時
代
」
と
そ
れ
以
降
の
発
展
段
階
「
多
数
速
成
時

代
」
に
分
け
ら
れ
る
。
一
九
〇
〇
年
前
後
、
留
学
生
た
ち
は
主
に
日
華
学
堂
・
成
城
学
校
・
亦
楽
書
院
（
後
に
宏
文
学
院
）・
陸
軍
士
官
学

校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
た
。
留
学
生
の
出
身
地
を
み
る
と
、
湖
北
省
・
浙
江
省
・
江
蘇
省
・
広
東
省
・
直
隷
省
に
集
中
し
て
い
る
。
当

時
の
留
学
生
数
は
ま
だ
少
な
く
、
留
学
生
間
の
交
流
や
団
結
を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
へ
の
留
学
生
が
増
え
る
に
し
た
が
い
、

地
域
ご
と
に
留
学
生
同
郷
会
を
設
立
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
湖
北
出
身
者
た
ち
は
「
湖
北
同
郷
会
」

と
い
う
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
会
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
出
版
事
業
で
、
と
く
に
『
湖
北
学
生

界
』
は
留
日
学
生
に
よ
っ
て
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
省
名
付
き
の
雑
誌
で
あ
る
。

留
日
学
生
雑
誌
を
取
り
扱
う
先
行
研
究
と
し
て
、
實
藤
恵
秀
の
『
中
国
人
日
本
学
生
史
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
同
著
は
辛
亥
革
命
に
至
る
ま
で
の
留
日
学
生
雑
誌
を
ま
と
め
、「
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
留
学
生
の
、
そ
し
て
地
方
的
な
雑
誌
の
よ

1
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う
に
見
え
る
が
、
実
は
中
国
国
内
の
雑
誌
よ
り
も
立
派
な
も
の
と
見
ら
れ
、
広
く
読
ま
れ
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
た

上
で
、
雑
誌
の
特
質
に
つ
い
て
、「
純
学
術
的
な
も
の
も
少
し
は
あ
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
思
想
啓
蒙
と
革
命
宣
伝
の
雑
誌
で
あ
る
（
中

略
）
一
般
の
雑
誌
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
質
に
お
い
て
本
国
の
雑
誌
を
リ
ー
ド
し
、
数
に
お
い
て
も
、
本
国
の

雑
誌
よ
り
多
く
出
さ
れ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
留
日
学
生
雑
誌
に
関
す
る
概
観
が
ほ
と
ん
ど
で
、
各
雑
誌
の
内
容
分
析
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
同
郷
会
に
と
っ
て
機
関
誌
の
発
行
は
重
要
な
業
務
で
あ
る
一
方
、
あ
く
ま
で
も
諸
活
動
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
先
行
研

究
で
は
、
留
学
生
雑
誌
を
対
象
と
す
る
論
考
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
留
学
生
同
郷
会
を
中
心
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
各
同

郷
会
の
設
立
経
緯
、
仕
組
み
・
機
能
お
よ
び
留
学
生
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
お
ら
ず
、
未

解
明
の
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
近
年
、
留
学
生
同
郷
会
の
「
大
本
営
」
と
さ
れ
る
清
国
留
学
生
会
館
を
考
察
す
る
論
考
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
確
か
に
、
留
学
生
同
郷
会
は
清
国
留
学
生
会
館
に
し
ば
し
ば
依
存
し
て
い
た
も
の
の
、
一
方
で
強
い
自
立
性
も
持
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
留
学
生
が
省
別
の
同
郷
会
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
論

考
は
管
見
の
限
り
、
皆
無
に
等
し
い
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
留
学
生
派
遣
に
深
く
関
わ
っ
た
張
之
洞
が
長
年
総
督
を
務
め
た
湖
北
省
に

注
目
し
、
同
省
の
留
日
学
生
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
湖
北
学
生
界
（
漢
声
）』
の
内
容
を
改
め
て
考
察
し
た
上
で
、
湖
北
同
郷
会
の
組

織
構
成
や
初
期
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
湖
北
同
郷
会
の
機
関
誌
に
つ
い
て

『
湖
北
学
生
界
』
は
、
湖
北
同
郷
会
に
よ
り
「
東
西
の
学
説
を
取
り
入
れ
、
国
民
の
醒
覚
を
促
す
」
と
い
う
主
旨
の
下
に
、
一
九
〇
三

３
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年
一
月
二
十
九
日
に
東
京
で
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
第
六
期
か
ら
『
漢
声
』
と
改
称
さ
れ
た
。
ま
た
、『
旧
学
』
の
名
称
で
特
別

増
刊
号
も
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
第
一
期
の
『
湖
北
学
生
界
開
辦
章
程
』
に
は
、
雑
誌
の
趣
旨
・
正
式
名
称
・
体
例
・
経
費
な
ど
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
（
詳

細
は
後
述
す
る
）。
第
二
期
で
は
、『
湖
北
学
生
界
簡
章
』
が
掲
載
さ
れ
、
雑
誌
の
五
つ
の
特
色
を
明
示
し
、
そ
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い

る
。
そ
の
五
つ
の
特
色
と
は
、
第
一
に
、
欧
米
諸
国
・
日
本
の
名
著
を
選
び
そ
の
真
髄
を
紹
介
し
て
い
る
点
、
第
二
に
、
民
智
を
開
き
、

思
想
啓
蒙
お
よ
び
普
遍
的
進
歩
を
図
り
、
将
来
の
中
国
国
民
を
養
成
す
る
と
し
て
い
る
点
、
第
三
に
、
物
質
文
明
・
精
神
文
明
を
輸
入

し
、
叢
報
な
ら
び
に
学
報
の
性
質
を
兼
ね
備
え
て
い
る
点
、
第
四
に
、
湖
北
調
査
部
を
持
ち
、
清
国
の
全
体
的
な
情
勢
に
精
通
し
、、
そ

の
中
心
部
に
あ
る
湖
北
の
優
劣
・
良
悪
を
一
目
瞭
然
に
で
き
る
点
、
第
五
に
、
留
学
記
録
と
い
う
コ
ラ
ム
に
お
い
て
、
各
省
の
留
学
生

の
言
論
を
幅
広
く
集
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

雑
誌
各
期
の
奥
付
情
報
を
確
認
す
る
と
、
各
号
で
若
干
異
な
る
部
分
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
上
海
総
発
行
所
は
中
国
少

年
報
館
で
あ
っ
た
が
、
第
三
期
か
ら
「
国
民
叢
書
社
」
と
な
っ
て
い
る
。
編
集
及
び
発
行
代
表
者
で
は
、
第
三
期
で
王
璟
芳
の
名
前
が

消
え
、
尹
援
一
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
第
四
期
は
「
湖
北
同
郷
会
雑
誌
報
」、
第
五
期
か
ら
は
竇
燕
石
に
な
っ
た
。
ま

た
、
印
刷
者
は
井
上
健
二
（
東
京
四
谷
区
市
谷
片
町
二
十
二
番
）
だ
っ
た
も
の
が
、
第
三
期
か
ら
藤
本
兼
吉
（
東
京
牛
込
区
市
ヶ
谷
加
賀

町
一
丁
目
一
二
番
地
）
と
な
り
、
印
刷
所
も
後
藤
活
版
部
（
神
田
区
表
神
保
町
一
番
地
）
で
あ
っ
た
が
、
第
四
期
か
ら
藤
本
兼
吉
の
住
所

で
あ
る
「
秀
英
舎
第
一
工
場
」
に
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
第
六
期
か
ら
は
、
雑
誌
名
が
『
漢
声
』
と
改
称
さ
れ
、
国
内
の
総
発
行
所
も

「
昌
明
公
司
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
雑
誌
の
販
売
経
路
に
つ
い
て
、
中
国
国
内
の
総
発
行
所
は
漢
口
・
上
海
を
中
心
に
し
て
い
る
が
、
移
転
が
頻
繁
で
、
と
く
に
雑

誌
の
第
四
期
以
降
は
活
動
の
重
点
が
武
昌
よ
り
も
上
海
に
偏
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
湖
北
省
の
留
学
生
万
声
揚

が
帰
国
後
、
上
海
で
「
昌
明
公
司
」
を
創
設
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
会
社
の
業
務
は
、
留
日
学
生
が
翻
訳
し
た
教
材
・

8
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雑
誌
並
び
に
顕
微
鏡
・
標
本
・
製
図
計
器
な
ど
の
部
品
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漢
口
に
は
本
社
、
上
海
・
宜
昌
に
は
支
社
を

置
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
ほ
か
に
『
二
十
世
紀
之
支
那
』・『
新
訳
界
』
な
ど
の
雑
誌
の
代
理
販
売
も
お
こ
な
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
社
は
湖
北
留
学
生
た
ち
の
連
絡
基
地
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
も
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

二
、
雑
誌
の
変
遷
と
思
想
の
変
化

『
湖
北
学
生
界
開
辦
章
程
』
に
よ
る
と
、
同
誌
は
論
説
、
学
説
、
政
法
、
教
育
、
軍
事
、
経
済
、
実
業
（
農
学
・
工
学
・
商
学
）、
理
科
、

医
学
、
史
学
、
地
理
、
小
説
、
詞
藪
（
楚
風
集
・
楚
言
集
）、
雑
俎
（
異
聞
雑
記
）、
時
評
、
外
事
、
国
聞
、
留
学
記
録
（
湖
北
之
部
・
各
省

之
部
・
日
風
述
聞
）、
附
湖
北
調
査
部
紀
事
と
い
う
総
計
十
九
の
分
類
項
目
が
存
在
し
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
た

言
論
か
ら
は
、
学
生
の
思
想
・
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
雑
誌
全
八
期
の
内
容
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

一
定
の
思
想
の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
国
民
意
識
の
覚
醒

ま
ず
論
説
の
「
叙
論
」（
第
一
期
）
に
は
、「
民
族
主
義
か
ら
帝
国
主
義
へ
と
一
変
し
て
以
来
、
ア
ジ
ア
を
除
き
、
す
べ
て
の
草
木
に

は
所
属
す
る
主
が
い
る
。
鷹
・
虎
の
よ
う
に
鋭
い
目
で
形
勢
を
見
回
し
て
い
る
強
国
が
、
そ
の
周
辺
に
す
で
に
武
力
を
発
揮
す
る
場
が

無
く
な
っ
た
た
め
、
電
光
石
火
の
よ
う
に
東
を
席
巻
し
、
太
平
洋
に
集
ま
っ
て
い
る
。
中
国
が
各
国
間
の
競
争
の
中
心
と
な
り
、
非
常

に
危
う
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
多
く
の
国
民
が
眉
を
ひ
そ
め
て
見
て
い
る
。
嗚
呼
、
他
国
に
侵
略
さ
れ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
湖

北
は
そ
の
中
心
の
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）
湖
北
は
「
九
省
の
会
」
で
あ
り
、
商
人
も
白
人
も
集
ま
っ
て
い
る
。
輸
出
入
の
総

額
か
ら
み
れ
ば
、
長
江
流
域
の
開
港
場
は
上
海
を
除
い
て
漢
口
に
勝
る
所
が
な
く
、
地
理
的
に
優
れ
、
内
陸
都
市
に
お
い
て
は
非
常
に

11
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珍
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
湖
北
の
地
理
環
境
に
つ
い
て
、
長
江
航
路
の
上
流
は
四
川
、
下
流
は
上
海
ま
で
通
じ
、
鉄
道

は
、
北
は
河
南
・
天
津
、
南
は
湖
南
・
広
東
に
至
る
ま
で
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
航
路
は
す
べ
て
イ
ギ

リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
日
本
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
お
り
、
湖
北
は
極
め
て
危
険
な
時
期
だ
、
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
危
機
を
ど
の
よ
う
に
脱
す
る
か
に
つ
い
て
の
提
言
も
し
て
い
た
。「
論
中
国
之
前
途
及
国
民
応
尽
之
責
任
」
に
お
い
て
、「
強

く
な
る
こ
と
は
、
則
ち
国
民
の
栄
誉
だ
。
亡
国
は
、
則
ち
国
民
の
災
い
だ
。
故
に
、
家
柄
な
ど
惜
し
む
価
値
は
な
く
、
土
地
と
財
産
な

ど
に
つ
い
て
憂
い
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
ひ
と
え
に
「
愛
国
」
は
、
国
民
に
と
っ
て
無
上
の
天
職
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
が
滅

べ
ば
何
も
残
ら
な
い
か
ら
だ
。
多
く
の
国
民
は
今
ま
さ
に
滅
亡
の
時
に
及
ん
で
な
お
、
ま
だ
太
平
の
世
だ
と
思
っ
て
、
甘
い
夢
か
ら
な

か
な
か
目
覚
め
な
い
。
こ
れ
で
文
明
古
国
だ
と
自
称
で
き
る
の
か
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
中
国
当
重
国
民
教
育
」
で
は
、「
国

民
と
は
何
か
。
国
家
を
構
成
す
る
人
は
、
そ
の
担
う
べ
き
責
任
を
放
棄
し
な
い
か
ぎ
り
、
国
民
だ
と
言
え
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
独

立
の
精
神
・
協
力
の
性
質
・
自
主
の
品
格
・
進
取
の
気
性
を
持
ち
、
外
部
の
抑
圧
に
左
右
さ
れ
な
い
様
で
な
け
れ
ば
、
国
民
だ
と
は
言

い
が
た
い
。
皆
が
国
民
と
し
て
の
責
任
を
果
た
せ
ば
、
列
強
国
に
攻
め
ら
れ
都
市
が
陥
落
し
て
も
、
財
産
を
略
奪
さ
れ
て
も
、
国
民
の

す
べ
て
が
殺
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
国
は
ま
だ
滅
亡
し
て
は
い
な
い
…
…
」
と
述
べ
、
国
民
の
意
識
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

二
十
世
紀
初
頭
、
ア
ジ
ア
が
帝
国
主
義
国
家
に
よ
っ
て
急
速
に
分
割
さ
れ
占
領
さ
れ
て
い
く
中
、
当
時
の
中
国
は
す
で
に
列
強
の
植

民
地
獲
得
競
争
の
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
国
家
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
。
留
学
生
た
ち
は
、
中
国
が
貧
し
く
落
ち
ぶ
れ
た
根
本

的
な
原
因
は
す
べ
て
の
国
民
に
あ
る
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
国
民
と
し
て
重
要
な
資
質
と
な
る
愛
国
心
・
独
立
精
神
を
持
つ
よ
う
呼

び
か
け
た
。
近
代
国
家
を
支
え
る
思
想
的
基
盤
と
な
っ
た
国
民
意
識
を
広
く
国
内
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
。

12

13

14



38

（
二
）
軍
国
民
思
想
の
提
唱

第
一
期
の
「
軍
解
」
で
は
世
界
に
お
け
る
軍
隊
の
性
質
を
考
察
し
て
い
る
。
軍
隊
は
無
礼
な
も
の
で
あ
る
が
、
礼
儀
を
重
ん
ず
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
考
え
方
は
進
歩
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
説
く
。
そ
こ
で
、
軍
国
民
主
義
を
通
じ
て
開
明
的
な
軍
人
が
必
要

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
三
期
の
「
軍
国
民
思
想
普
及
論
」、
第
四
期
の
「
軍
事
与
国
家
之
関
係
」、
第
七
・
八
期
合
冊
の

「
軍
隊
之
精
神
」
で
は
軍
隊
の
規
律
・
秩
序
・
命
令
遵
守
が
肝
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
今
の
中
国
の
軍
隊
は
形
式
だ
け
で
、
精
神
が

皆
無
だ
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
規
律
を
正
す
こ
と
は
当
面
の
急
務
で
あ
り
、
挽
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

四
篇
を
通
し
て
、
主
に
湖
北
省
の
留
日
学
生
に
軍
隊
建
設
の
必
要
性
を
意
識
さ
せ
、
日
本
の
軍
事
教
育
体
制
を
模
範
と
し
て
、
湖
北
の

予
備
将
校
学
堂
の
設
立
を
計
画
し
た
こ
と
や
、
志
あ
る
若
者
に
入
隊
し
て
、
国
の
軍
事
力
復
興
を
実
現
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。（

三
）「
湖
北
調
査
部
」
の
成
立

創
刊
号
に
は
、
湖
北
省
に
関
す
る
記
事
が
多
く
あ
り
、
留
学
生
が
郷
土
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
第
三
期
の
「
大
冶
県
鉱
山
」
は
、
日
本
中
国
調
査
会
が
刊
行
し
た
「
中
国
通
商
」
の
翻
訳
で
あ
る
。
張
之
洞
は
湖
広
総
督
と

な
っ
て
か
ら
大
冶
鉄
鉱
（
一
八
九
〇
年
）
を
漢
陽
鉄
政
局
の
下
に
配
置
し
た
。
大
冶
鉄
鉱
は
の
ち
に
漢
陽
鉄
廠
・
萍
郷
炭
鉱
と
併
合
し

「
漢
冶
萍
公
司
」
と
な
っ
た
。「
大
冶
県
鉱
山
」
で
は
、
大
冶
鉱
山
の
地
位
・
交
通
・
沿
革
・
事
業
経
営
・
生
産
量
・
鉱
床
種
類
・
鉱
物

資
源
・
管
理
状
況
な
ど
を
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、「
本
邦
に
て
も
従
来
銑
鉄
は
欧
州
よ
り
輸
入
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
が
如
く

盛
に
之
を
需
要
し
た
る
も
近
時
輸
入
し
来
た
り
し
清
国
漢
陽
鉄
政
局
の
製
造
に
係
る
銑
鉄
は
品
質
之
に
優
る
も
決
し
て
劣
る
こ
と
な
く

価
格
も
甚
だ
低
廉
な
り
、
既
に
農
商
務
省
に
於
い
て
分
析
し
た
り
定
量
分
析
の
成
績
は
頗
る
良
好
な
る
を
以
て
見
る
可
し
」
と
評
価
し

て
い
る
。
当
時
日
本
は
八
幡
製
鉄
所
が
建
設
さ
れ
た
直
後
で
、
国
外
か
ら
の
原
料
調
達
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
目
を
付
け
た
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の
が
湖
北
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
調
査
の
最
後
に
は
、「
大
冶
煤
鉱
総
局
設
立
章
程
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
五
期
の
「
湖
北
各
州
県
派
定
籌
抵
籤
捐
辧
法
」
に
は
湖
北
各
地
域
の
税
金
徴
収
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
庚
子
国
難
後
の
「
辛
丑
条

約
」
に
よ
り
、
清
国
は
九
億
両
の
賠
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
調
査
対
象
は
湖
北
巴
東
県
・
蒲
圻
県
・
武
昌
県
・

隕
県
・
興
国
州
・
通
城
県
・
石
首
県
・
咸
寧
県
・
帰
州
・
雲
夢
県
・
宣
恩
県
・
黄
梅
県
・
黄
陂
県
・
鶴
峰
州
・
竹
谿
県
・
長
陽
県
・
遠

安
県
で
あ
り
、
地
域
の
徴
収
方
法
や
金
額
の
詳
細
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。
湖
北
人
の
労
働
成
果
を
搾
取
す
る
ば
か
り
で
、
や
り
方
が

残
忍
で
悪
辣
で
あ
る
と
、
地
方
官
僚
に
対
す
る
失
望
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

（
四
）
科
学
・
実
業
へ
の
注
目

留
学
生
が
作
っ
た
雑
誌
は
、
民
智
を
開
く
た
め
の
政
治
報
道
・
時
事
評
論
が
多
く
見
ら
れ
る
。
内
容
は
、
社
説
・
政
治
・
教
育
・
歴

史
・
軍
事
と
い
っ
た
項
目
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
方
、『
湖
北
学
生
界
』
に
は
理
科
・
工
学
・
農
学
・
商
学
・
経
済
学
な
ど
に
関
す
る

科
学
コ
ラ
ム
も
項
目
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
初
期
段
階
で
は
医
学
を
は
じ
め
、
物
理
・
化
学
・
植
物
学
・
地
理
学
な
ど

の
自
然
科
学
も
含
ま
れ
て
お
り
、
同
時
期
の
留
学
生
雑
誌
と
比
べ
、
よ
り
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
渡
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
湖
北
学
生

界
』・『
漢
声
』
は
単
な
る
革
命
雑
誌
で
は
な
く
、
知
識
人
向
け
の
科
学
読
み
物
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
持
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

（
五
）
女
性
解
放
思
想
の
振
興

第
二
期
「
留
学
記
録
」
は
、
湖
北
同
郷
会
の
動
向
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
。
一
九
〇
三
年
二
月
、
湖
北
留
日
学
生
た
ち
は
上
野
青

陽
楼
で
新
年
会
を
開
い
た
。
そ
こ
で
、
施
南
女
士
・
王
蓮
が
来
日
の
経
験
談
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
そ
こ
で
、
女
性
解
放
思
想
、
社

会
で
女
性
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
意
義
と
及
び
教
育
の
必
要
性
、
旧
弊
と
な
っ
て
い
る
風
俗
を
排
除
す
べ
き
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は

纏
足
の
廃
止
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。
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つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
王
蓮
は
、
湖
北
最
初
の
女
子
留
学
生
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
来
日
し
て
間
も
な
く
「
帝
国
婦
人
協
会
」

に
入
り
、
後
に
「
実
践
女
学
校
」
で
学
ん
だ
。
一
九
〇
三
年
に
は
女
子
留
学
生
の
団
体
で
あ
る
「
共
愛
会
」
を
東
京
で
結
成
し
た
。

（
六
）
思
想
変
化
と
廃
刊

『
湖
北
学
生
界
』
は
、
創
刊
半
年
も
経
た
ず
に
『
漢
声
』
に
改
称
し
転
機
を
迎
え
る
。
そ
れ
は
重
要
な
変
化
で
あ
る
が
、
第
一
期
か
ら

第
八
期
ま
で
の
内
容
を
詳
細
に
読
ん
で
い
く
と
、
当
時
の
湖
北
留
学
生
の
思
想
変
化
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

雑
誌
の
初
期
段
階
の
主
な
思
想
・
主
張
は
「
救
国
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
期
の
「
政
法
・
憲
政
評
議
」
で
は
専
制
君
主
制
を

や
め
、
立
憲
君
主
制
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
国
民
の
言
論
自
由
や
民
権
の
独
立
を
唱
え
て
お

り
、
最
も
重
要
な
の
は
国
民
と
し
て
持
つ
べ
き
精
神
・
智
慧
・
資
質
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
五
期
か
ら
は
、
清
朝
紀
年
の
「
光
緒
二
十
九
年
」
で
な
く
、
黄
帝
紀
年
の
「
黄
帝
紀
元
四
千
三
百
九
十
四
年
」
と
記
す
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、『
浙
江
潮
』（
一
九
〇
三
年
二
月
創
刊
）・『
江
蘇
』（
四
月
創
刊
）
は
六
月
か
ら
、『
二
十
世
紀
之
支
那
』（
一
九
〇

五
年
六
月
創
刊
）・『
民
報
』（
一
九
〇
五
年
十
一
月
創
刊
）
も
黄
帝
紀
年
式
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
変
化
の
理
由
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
は
な
い
が
、
雑
誌
の
所
々
に
そ
の
端
緒
が
窺
い
知
れ
る
。
ま
ず
、
第
五
期
の
「
中
国
民
族
論
」、
第
六
期
の
「
原
祖
」
で
漢
民
族

の
起
源
と
さ
れ
る
黄
帝
を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
漢
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
九
〇
三
年
旧
暦
の
閏
月
（
五
月
）
に
出
さ
れ
た
特
別
増
刊
号
『
旧
学
』
の
発
刊
の
辞
に
は
「
懐
旧
の
念
願
を

起
こ
し
、
古
を
偲
ぶ
情
に
浸
か
る
。
祖
先
の
栄
光
を
取
り
戻
し
、
大
漢
民
族
の
天
声
を
高
揚
さ
せ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら

も
留
学
生
に
思
想
上
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

要
す
る
に
、
来
日
前
の
中
国
人
留
学
生
は
、
郷
党
観
念
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
国
家
観
念
・
民
族
観
念
に
は
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
発
行
さ
れ
た
各
雑
誌
も
同
郷
学
生
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
湖
北
学
生
界
』
は
改
称
に
よ
り
湖
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北
と
い
う
「
省
界
」、
つ
ま
り
一
地
方
意
識
を
突
破
し
た
。
湖
北
省
そ
の
も
の
を
中
国
と
同
一
視
し
、
漢
民
族
の
声
を
代
表
す
る
と
い
う

意
識
に
変
化
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
変
化
が
『
漢
声
』
と
い
う
誌
名
変
更
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
雑
誌
は
『
漢
声
』
と
な
っ
た
後
、
僅
か
二
ヶ
月
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
に
は
、
ま
ず
資
金
の
問
題
が

あ
り
、
次
に
清
国
政
府
か
ら
の
締
め
付
け
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
結
局
、『
湖
北
学
生
界
（
漢
声
）』
は
一
九
〇
三
年
一

月
に
創
刊
し
、
同
年
九
月
に
停
刊
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
雑
誌
社
が
再
開
で
き
な
い
ま
ま
、
僅
か
八
ヶ
月
で
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。三

、
湖
北
同
郷
会
に
つ
い
て

（
一
）
湖
北
同
郷
会
の
設
立
の
由
来

雑
誌
停
刊
一
ヶ
月
後
の
一
九
〇
三
年
十
月
、
張
之
洞
は
「
約
束
遊
学
生
章
程
」（
十
条
）
を
定
め
た
。
当
該
章
程
は
清
末
に
お
け
る
留

日
学
生
を
随
時
監
督
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
官
費
生
は
留
学
費
用
が
政
府
か
ら
給
付
さ
れ
て
お

り
、
清
朝
政
府
が
明
確
に
禁
じ
て
い
る
政
治
活
動
に
参
加
す
れ
ば
給
付
の
取
り
消
し
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
留
学
生
が
目
立

つ
行
動
を
敬
遠
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
湖
北
同
郷
会
に
よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
機
関
誌
は
「
短
命
」
に
終
わ
っ
た
が
、
か
と
い
っ
て
湖
北
同
郷
会
の
活
動
自
体

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
同
郷
会
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
各
同
郷
会
の
起
源
や
組
織
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
湖
北
同
郷
会
は
い
つ
設
立
さ
れ

た
の
か
。『
湖
北
学
生
界
』
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
留
学
紀
録
・
湖
北
同
郷
会
縁
起
」
に
は
、
同
郷
会
の
創
立
経
緯
が
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る
。
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同
郷
人
は
海
外
に
留
学
す
る
こ
と
で
、
御
時
世
の
あ
り
さ
ま
を
知
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
つ
の
大
集
団
を
結
成
し
な
け
れ
ば
、
生
存
競
争
の
厳
し
い
環
境
に

お
い
て
は
淘
汰
さ
れ
て
い
く
。
た
だ
、
大
集
団
は
小
集
団
で
構
成
さ
れ
て
い
る

た
め
、
国
家
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
故
郷
か
ら
愛
す
る
べ
き
だ
。
異
国
に
適

応
す
る
と
き
、
湖
北
訛
り
を
聞
け
ば
非
常
に
親
近
感
が
湧
く
。
外
国
に
い
る
こ

と
で
故
郷
を
愛
す
る
気
持
ち
は
よ
り
一
層
強
ま
り
、
抑
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
湖
北
日
本
留
学
生
は
、
今
年
四
月
に
同
郷
会
を
創
立
し
、
今
は

会
員
が
百
名
近
く
い
る
。
一
ヶ
月
お
き
に
集
ま
っ
て
い
る
…
…
。

こ
こ
で
い
う
「
大
集
団
」
と
は
、
一
九
〇
二
年
三
月
三
十
日
（
旧
暦
二
月
二
十

一
日
）
に
東
京
駿
河
台
鈴
木
町
十
八
番
地
に
成
立
さ
れ
た
「
清
国
留
学
生
会
館
」

を
指
し
て
い
る
。
当
会
館
は
学
生
た
ち
が
自
発
的
に
声
を
上
げ
、
駐
日
公
使
館

と
華
僑
な
ど
の
後
援
を
得
て
、
留
日
学
生
全
体
の
結
束
力
を
固
め
る
と
い
う
目

的
で
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
留
学
生
の
集
会
・
講
習
・
演
説
会
の
会
場
、
雑
誌

の
発
行
所
、
資
料
室
な
ど
の
多
様
な
機
能
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
湖
北
同
郷

会
の
結
成
は
会
館
設
立
直
後
の
一
九
〇
二
年
四
月
だ
と
分
か
る
。
ち
な
み
に
、

会
館
の
初
代
幹
事
に
は
、
范
源
廉
・
蔡
鍔
・
銭
承
誌
・
呉
振
麟
（
書
記
）、
陸
世

芬
・
王
璟
芳
（
会
計
）、
章
宗
祥
・
金
邦
平
（
庶
務
）、
曹
汝
霖
（
書
報
）、
呉
禄

貞
（
招
待
）
な
ど
が
い
る
。
彼
ら
は
い
れ
ず
も
会
館
設
立
に
役
割
を
果
た
し
た

24
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留
学
生
リ
ー
ダ
ー
で
、
一
八
九
九
年
に
結
成
さ
れ
た
「
励
志
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

『
清
国
留
学
生
会
館
第
一
次
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
以
前
の
留
日
学
生
界
は
ま
と
ま
り
の
な
い
状
態
で
、
互
い
に
交
流
が
少

な
か
っ
た
。
当
時
の
留
学
生
は
学
校
ご
と
に
、
小
石
川
の
「
清
華
派
」、
本
郷
の
「
大
学
派
」、
牛
込
の
「
士
官
派
」、
ど
こ
に
も
属
さ
な

い
「
不
定
派
」
な
ど
に
分
か
れ
、
派
閥
が
存
在
。
そ
の
留
学
生
界
が
大
き
く
変
わ
っ
た
背
景
と
し
て
、「
義
和
団
の
乱
」
が
勃
発
し
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
扶
清
滅
洋
」
を
掲
げ
た
義
和
団
が
蜂
起
し
、
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
た
め
八
カ
国
連
合
軍
が
北
京
を
占
領
し
、
西
太
后

と
光
緒
帝
が
西
安
ま
で
蒙
塵
し
た
事
件
だ
。
こ
の
動
向
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
大
い
に
報
道
さ
れ
、
空
前
の
亡
国
の
危
機
は
留
学

生
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
留
学
生
同
士
に
よ
る
団
結
が
進
み
、
自
国
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

一
九
〇
〇
年
以
後
、
同
郷
学
生
の
集
会
や
雑
誌
の
創
刊
な
ど
の
活
動
が
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
具
現
化
で
あ
る
。『
清

国
留
学
生
会
館
第
二
次
報
告
』
に
は
、「
先
に
清
国
留
学
生
会
館
が
成
立
し
、
そ
の
後
、
各
省
の
学
生
は
同
郷
会
の
結
成
を
発
議
し
た
。

各
同
郷
会
の
中
で
取
り
扱
う
文
書
量
は
膨
大
で
、
雑
誌
の
発
刊
の
よ
う
な
活
動
も
既
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
各
省

に
お
け
る
同
郷
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
雑
誌
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
浙
江
は
『
浙
江
潮
』、
江
蘇
は
『
江
蘇
』、
湖
南
は
『
遊
学
訳
編
』、
湖
北

は
『
湖
北
学
生
界
』、
直
隷
は
『
直
説
』
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
発
刊
す
る
予
定
が
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
記
載
し
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

ま
と
め
る
と
、
一
九
〇
〇
年
前
の
留
日
学
生
は
個
々
別
々
な
状
態
で
、
留
学
生
同
士
の
相
互
の
つ
な
が
り
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

義
和
団
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
各
教
育
機
関
に
散
在
す
る
留
日
学
生
が
結
び
つ
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
ま
ず
留
学
生
全
体
を
統
括
す
る
会
館
が
設
立
さ
れ
、
次
い
で
同
郷
学
生
が
定
期
的
に
集
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
行
動
が

だ
ん
だ
ん
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
湖
北
同
郷
会
が
い
ち
早
く
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
ほ
か
の
省
で
も
相
次
い
で

同
郷
会
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

25
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（
二
）
湖
北
同
郷
会
の
組
織

湖
北
同
郷
会
は
湖
北
留
日
学
生
同
士
が
友
誼
を
結
び
、
互
い
に
激
励
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
親
睦
団
体
で
あ
る
。
ま
た
、
当
会
は
総

理
を
含
め
計
四
名
の
役
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
各
幹
事
は
多
く
の
留
学
生
の
中
か
ら
投
票
で
選
出
さ
れ

る
。
当
選
者
の
任
期
は
半
年
と
し
、
も
し
特
別
な
事
情
に
よ
り
業
務
の
遂
行
が
難
し
い
場
合
、
代
理
人
を
嘱
託
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
」。
組
織
体
制
は
自
由
平
等
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
湖
北
同
郷
会
は
「
雑
誌
部
」・「
編
輯
部
」・「
教
育

部
」・「
調
査
部
」
の
四
部
門
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
た
。「
雑
誌
部
」
は
機
関
誌
の
発
行
業
務
を
担

当
し
て
い
た
が
、
雑
誌
の
発
行
は
一
年
に
満
た
ず
に
停
止
と
な
っ
た
た
め
、
当
該
部
門
も
実
際
の
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
。

「
編
輯
部
」
は
、
日
本
の
各
種
書
籍
の
翻
訳
・
編
集
を
担
っ
た
。
雑
誌
内
の
「
本
社
同
人
訳
成
近
刊
書
目
」
と
い
う
広
告
を
参
照
す
る

と
、
菊
池
大
麓
『
幾
何
学
教
科
書
』、
有
賀
長
雄
『
近
時
外
交
史
』、
浮
田
和
民
『
西
洋
中
・
近
世
史
』、
伊
藤
博
文
『
憲
法
義
解
』、
那

珂
通
世
『
東
洋
小
史
』
の
ほ
か
、『
新
編
教
育
学
』、『
教
授
法
汎
論
』、『
生
理
衛
生
学
』、『
東
洋
貿
易
地
理
』、『
英
文
法
初
歩
』、『
日
本

俗
語
文
典
』
な
ど
が
あ
り
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
純
粋
な
翻
訳
作
も
あ
れ
ば
、
編
纂
さ
れ
た
書
物

も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
李
書
城
は
鈴
木
力
の
『
丈
夫
之
本
領
』、
蔡
匪
東
は
久
保
天
随
の
『
東
洋
通
史
』、
黄
立
猷
は
今
村
猛
雄
の
『
中

等
博
物
学
教
科
書
』
を
中
国
語
に
訳
し
た
の
に
対
し
て
、『
応
用
物
理
教
科
書
』
は
陳
文
哲
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
教
育
部
」
は
、
図
書
の
閲
覧
・
販
売
、
講
習
討
論
の
開
催
な
ど
と
い
っ
た
教
育
普
及
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
教
育
部

か
ら
は
『
師
範
講
義
』（
全
四
冊
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
日
本
人
教
師
の
講
義
録
を
種
本
と
し
、
全
体
を
十
五
部
類
に
分
け

て
い
る
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
日
本
で
編
集
・
印
刷
し
た
書
籍
が
海
を
越
え
て
中
国
で
非
常
に
よ
く
売
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
売
れ
行
き
の
良
い
品
だ
か
ら
こ
そ
、
も
と
も
と
定
価
一
元
四
角
で
あ
っ
た
も
の
を
、
上
海
の
悪
徳
業
者
に
無
断
で
三
元

に
値
上
げ
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
た
。
そ
う
し
た
事
情
に
鑑
み
、
湖
北
同
郷
会
教
育
部
は
後
に
判
入
り
の
改
訂
版
を
発
行
し
た
。
改
訂
版

は
装
丁
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
金
箔
押
し
技
法
を
用
い
て
初
版
よ
り
美
し
く
仕
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
定
価
は
二
元
と
な
っ
た
。
た
だ
、
こ

27
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の
一
連
の
予
期
せ
ぬ
出
来
事
は
、
後
に
雑
誌
社
の
財
政
難
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

「
調
査
部
」
は
、
名
称
の
示
す
と
お
り
、
湖
北
社
会
の
様
々
な
問
題
を
調
査
す
る
部
門
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
留
学
生
が
郷
土
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
だ
と
言
え
る
。「
調
査
部
記

事
・
叙
例
」
に
は
、「
湖
北
は
、
湖
北
学
生
が
文
明
を
移
入
す
る
役
割
を
果
た
す
舞
台
で
あ
る
。

湖
北
調
査
部
は
、
そ
の
舞
台
を
測
量
す
る
と
い
う
方
針
に
よ
り
開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
留
学

生
は
異
国
に
い
る
た
め
、
刺
激
を
受
け
て
皆
が
中
国
は
一
つ
な
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が

…
…
わ
れ
わ
れ
は
湖
北
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
湖
北
の
こ
と
を
計
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る

（
中
略
）
今
日
調
査
は
、
す
な
わ
ち
自
身
の
こ
と
で
あ
り
、
省
の
重
要
事
項
も
些
細
な
こ
と
も
取

り
上
げ
、
計
画
を
決
め
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
調
査
全
体
で
は
十
一
種
類
の
項
目
が
提
示
さ

れ
、
湖
北
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
を
網
羅
し
て
い
る
。
そ
の
項
目
の
中
身
を
見
る
と
、
さ
ら

に
個
々
の
細
目
に
小
分
類
さ
れ
て
い
る
。
要
綱
の
よ
う
に
、
国
よ
り
省
界
問
題
が
重
視
さ
れ
、

省
内
の
実
情
報
告
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
調
査
内
容
は
す
で
に
前
章
で
紹
介
し
た

の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
た
だ
、
調
査
部
記
事
は
雑
誌
の
第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で

続
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、『
漢
声
』
に
改
称
し
て
か
ら
は
無
く
な
っ
た
。
結
局
、
当
調
査

部
は
当
初
構
想
し
て
い
た
ほ
ど
の
調
査
が
実
施
で
き
な
い
状
況
に
陥
り
、
有
名
無
実
化
し
て
し

ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
湖
北
同
郷
会
の
経
費
管
理
と
運
営
仕
方

湖
北
同
郷
会
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
年
に
一
回
の
懇
親
大
会
お
よ
び
二
ヶ
月
に
一
回
の

29

湖北同郷会

雑誌部 月刊機関誌の発行

編輯部
各種普通・専門教材および図書を

編集・発行

教育部
図書の閲覧、講習会活動・資金援

助など

調査部 湖北省の事情を調査し、省の全貌
を留学生に知らせる

図2．湖北同郷会の組織図
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定
例
会
議
を
開
催
し
て
決
定
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
以
外
に
も
、
一
九
〇
三
年
に
上
野
で
旧
暦
の
新
年
会
が
開

か
れ
た
が
、
同
会
は
陸
軍
士
官
学
校
と
弘
文
学
院
速
成
師
範
科
の
卒
業
生
合
わ
せ
て
六
十
名
に
及
ぶ
湖
北
留
学
生
の
送
別
会
で
も
あ
っ

た
。
卒
業
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
演
説
を
お
こ
な
い
、
そ
の
内
容
は
主
と
し
て
軍
国
民
教
育
・
国
民
精
神
・
新
式
教
育
理
念
に
関
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
食
事
し
な
が
ら
、
自
由
交
流
の
時
間
を
と
り
、
最
後
に
写
真
撮
影
を
し
て
解
散
し
た
。
こ
れ
は
湖
北
同
郷
会
が

開
催
し
た
最
初
の
送
別
会
で
、
最
も
盛
会
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
も
送
迎
会
・
送
別
会
・
懇
親
会
な
ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ

て
お
り
、
湖
北
留
日
学
生
の
間
に
固
い
絆
が
育
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
経
費
は
徴
収
し
た
会
費
（
予
納
金
と
臨
時
費
）
以
外
に
も
、
基
本
的
に
四
つ
の
部
門
が
各
自
調
達
し
て
い
た
が
、
送
迎
業
務
と

予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
る
た
め
の
諸
費
用
だ
け
は
本
会
か
ら
支
出
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
同
郷
会
の
運
営
の
実
態
を
知

る
た
め
に
は
各
部
門
の
経
営
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
雑
誌
部
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
湖
北
留
日
学
生
た
ち
の
共

同
出
資
や
中
国
在
住
の
官
紳
か
ら
の
寄
付
、
雑
誌
の
売
上
金
、
広
告
料
金
に
よ
り
工
面
し
て
い
る
。
し
か
し
、
清
国
政
府
か
ら
の
締
め
付

け
が
厳
し
く
な
る
と
と
も
に
、
寄
付
者
が
大
幅
に
減
少
し
、
ま
た
雑
誌
購
読
代
金
の
回
収
も
滞
っ
た
た
め
、
台
所
事
情
は
決
し
て
芳
ば

し
く
は
な
か
っ
た
こ
と
が
露
呈
し
て
い
る
。

第
六
期
の
『
漢
声
』
に
は
、「
凡
そ
代
金
を
送
金
し
て
購
う
者
は
、
郵
便
に
て
呈
上
し
、
直
ち
に
そ
の
本
誌
第
五
期
を
送
る
。
尚
代
金

を
送
金
し
て
来
な
い
者
に
は
、
も
と
も
と
定
価
に
て
請
求
し
て
い
た
が
、
社
会
風
紀
・
民
智
を
開
く
と
い
う
目
的
が
あ
る
た
め
、
今
回

は
極
力
未
納
金
を
認
め
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
『
旧
学
』
を
一
冊
送
る
の
で
、
足
し
て
半
年
分
六
冊
の
代
金
と
な
る
。
た
だ
資
本
は
甚

だ
微
た
る
も
の
ゆ
え
、
速
や
か
に
代
金
を
納
め
、
以
っ
て
資
金
繰
り
に
資
す
」
と
明
記
し
て
い
る
。
続
く
第
七
・
八
期
合
冊
に
も
「
雑

誌
代
金
未
だ
送
金
し
て
来
な
い
代
理
店
ま
た
は
定
期
購
読
者
に
は
、
今
後
は
郵
送
を
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
不
払
い
で
は
雑

誌
社
を
運
営
で
き
な
い
た
め
、
今
ま
で
の
未
納
分
を
速
や
か
に
定
価
に
て
総
発
行
所
に
納
め
る
よ
う
に
願
う
」
と
よ
り
厳
し
い
口
調
で

書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
滞
納
・
未
払
い
は
常
態
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
第
六
期
以
降
は
、
寄
付
者
も
な
く
、

30
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表1．雑誌『湖北学生界』と『漢声』の広告内容一覧表

期号 内容 広告主

第
1
期

湖南『遊学訳編』第四期目録預告 遊学訳編社
有賀長雄編『国家学』

浮田和民講述『史学原論』
『十九世紀・欧州教育之大勢』

湖南訳編社

絵図器、運動器具など 生雲堂 片桐本店
本社同人訳成近刊書目（33冊） 湖北学生界社

第
2
期

『浙江潮』広告　第一期要目 浙江同郷会雑誌部
有賀長雄編『国家学』

浮田和民講述『史学原論』
『十九世紀・欧州教育之大勢』

湖南訳編社発行

重訂 坤輿兩半球図告成 楽善堂
『訳書彙編』改名『政法学報』広告 訳書彙編社

松村介石著・覚民社訳印『万国興亡史』 清国留学生会館
鈴木力著・潜江李書城訳『丈夫之本領』 湖北学生界社

湖南『遊学訳編』第四期　目録預告 遊学訳編社
営業拡充広告　謹告

漢文書籍専門印刷所「後藤活版所」
後藤卯助（所主）
井上健二（主事）

絵図器、運動器具等 生雲堂 片桐本店
本社同人訳成近刊書目（43冊） 湖北学生界社

第
3
期

師範講義出版 湖北同郷会教育部
訳成近刊書目六冊

黄立猷訳、今村猛雄『中等博物学教科書』
湖北学生界社

上海湖北同郷招待処 王君慕陶寓居「国民叢書社」
『訳書彙編』改名『政法学報』第一期目録 訳書彙編社

『直説』第二期目録
直説編輯社発行 

（神田区袋町九番地）
『遊学訳編』第五冊目録 遊学訳編社

『浙江潮』第二期　要目預告 浙江同郷会雑誌部

丸二運送店
丸二運送店 

（神田区一橋通町四番地）
重訂 坤輿兩半球図告成 樂善堂
絵図器、運動器具等 生雲堂 片桐本店

本社同人訳成近刊書目（43冊） 湖北学生界社

第
4
期

湖北学生界特別広告 湖北学生界社
湖北学生界再版広告 湖北学生界社
上海湖北同郷招待処 湖北同郷会
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期号 内容 広告主

第
4
期

三沢力太郎『自然力之利用』、
近藤清太郎『物理学計算法解説』訳成

湖北同郷会

師範講義出版 湖北同郷会教育部
『遊学訳編』第六冊目録 遊学訳編社
『浙江潮』第四期目録 浙江同郷会雑誌部
『政法学報』増刊広告 訳書彙編社
『直説』第二期目録 直説編輯社

『江蘇』告白第一期概目 江蘇編輯部
『新編普通学教科書・中国歴史上卷』出書 東京東新訳社
成城学校日語、日文 教程第一編出版広告 留学生会館

重訂 坤輿両半球図告成 楽善堂

第
5
期

湖北学生界特別大広告 湖北学生界社
湖北学生界広告 湖北学生界社

増刊『旧学』提辞・集文・選句 湖北学生界社
『江蘇』第三期目録 江蘇同郷会出版部

『浙江潮』第五期目録 浙江潮編輯所
大瀨甚太郎・中谷延治合著『教授法沿革史』 覚民社出版

新編成城学校日語教程出書広告 覚民社出版
清俄之将来出書、俄羅斯虚無党訳成 大湖南北同盟会

上海湖北同郷招待処 湖北同郷会

第
6
期

湖北学生界広告 湖北学生界社
『師範講義』再版緊要広告 湖北同郷会教育部
『聯語改良』　昌明公司広告 昌明公司

『清俄之将来』『漢学』『俄羅斯虚無党』 大湖南北同盟会
陳文哲編述『応用物理教科書』 昌明公司

『遊学訳編』第十二期 留学生会館
追加「亡国警告」露国之満州戒厳 漢声社

『浙江潮』第八期目録・第九期目録 浙江潮編輯部
遊学日本要路 湖北招待部告白

第
7
・
8
合
期

本社特別広告 漢声社
上海湖北遊学生招待所簡略章程 湖北同郷会

久保天随著、蔡匪東訳『東洋通史』 昌明公司
昌明公司上海・宜昌支店 昌明公司

最新大植物図 昌明公司
遊学日本要路 湖北招待部

出典：『湖北留学生界』第1期～第5期と『漢声』第6期～第8期を利用して筆者作成
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広
告
も
減
り
、
収
益
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
苦
し
い
遣
り
繰
り
に
追
わ
れ
る
雑
誌
部
の
経
営
状
況
か
ら
も
湖
北
同
郷
会
の

経
費
運
用
の
問
題
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
同
郷
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
九
〇
二
年
、
出
身
地
別
の
留
学
生
数
は
江
蘇
省
が
一
一
五
人
と
最
も
多
く
、
次
に
湖
北
省
八
十
五
人
、
そ
れ
か
ら
浙
江
省
八
十
四

人
、
広
東
省
六
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
か
ら
日
本
へ
の
留
学
生
が
増
え
る
と
と
も
に
、
勢
力
の
強
い
省
の
団
体
組
織
が
形
成
さ
れ

は
じ
め
た
。
留
学
生
同
郷
会
は
種
々
様
々
な
目
的
を
持
っ
て
来
日
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
同
郷
者
同
士
の
絆
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

学
習
交
流
、
娯
楽
生
活
、
そ
し
て
資
金
上
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
場
所
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
、
同

郷
会
の
先
輩
は
、
新
た
に
来
日
す
る
同
郷
人
に
対
し
て
渡
日
前
の
案
内
も
積
極
的
に
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
渡
日
後
に
、
短
期
間
で
日
本

の
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ゆ
き
届
い
た
世
話
も
し
て
い
た
。

「
湖
北
同
郷
会
章
程
」
に
は
湖
北
同
郷
会
員
の
守
る
べ
き
規
則
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
注
目
に
値
す
る
の
は
「
送
迎
」
の
こ
と
で

あ
る
。
初
期
の
留
日
学
生
は
ほ
と
ん
ど
官
費
生
な
の
で
、
政
府
が
派
遣
の
段
取
り
を
つ
け
て
手
厚
く
案
内
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
光
緒
新
政
以
来
、
も
と
も
と
は
数
が
少
な
か
っ
た
私
費
留
学
生
が
大
幅
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
留
学
意
欲
が
高
く
て
も
、

不
案
内
な
土
地
で
あ
り
、
ま
し
て
や
通
信
が
不
便
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
問
題

を
解
消
す
る
た
め
、
湖
北
同
郷
会
は
官
費
・
私
費
留
学
生
に
対
し
て
尋
常
接
待
・
特
別
接
待
の
項
目
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
友
人
の

紹
介
や
宿
舎
の
斡
旋
な
ど
に
も
携
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
来
日
前
後
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
留
学
生
に
と
っ
て
、
同
郷

会
の
存
在
は
あ
り
が
た
く
、
同
郷
出
身
者
同
士
の
関
係
を
身
内
の
つ
な
が
り
よ
う
に
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

他
方
、『
漢
声
』
第
六
期
と
七
・
八
合
冊
に
「
遊
学
日
本
要
路
・
湖
北
招
待
部
告
白
」
と
い
う
湖
北
か
ら
日
本
へ
の
ル
ー
ト
案
内
が
あ

34
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る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
漢
口
か
ら
各
会
社
の
汽
船
で
上
海
に
至
る
。
二
等
客
室
チ
ケ
ッ
ト
は
一
人
約
数
元
で
、
三
日
間
の
行
程

で
あ
る
。
上
海
に
は
招
待
処
を
二
ヶ
所
設
置
し
て
お
り
、
上
海
県
城
大
東
門
内
育
材
学
堂
王
培
孫
（
中
国
留
学
生
会
館
嘱
託
）
と
、
四
馬

路
東
華
里
昌
明
公
司
馬
剛
侯
（
湖
北
留
学
日
本
同
人
公
嘱
託
）
の
寓
所
を
招
待
処
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
こ
で
責
任
担
当
者

を
指
定
し
、
新
留
学
生
に
対
し
て
日
本
通
貨
の
両
替
や
乗
船
切
符
の
購
入
な
ど
諸
般
の
手
続
き
を
補
助
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
清
国
留

学
生
会
館
に
連
絡
し
、
出
迎
え
・
接
待
を
要
請
す
る
。
つ
い
で
、
上
海
か
ら
「
日
本
郵
船
会
社
」
の
汽
船
で
横
浜
に
至
る
。
二
等
客
室

は
三
十
餘
圓
で
、
三
等
客
室
は
十
餘
圓
で
、
行
程
に
は
六
日
間
を
要
す
る
。
上
海
招
待
処
の
担
当
者
は
、
清
国
留
学
生
会
館
あ
て
の
手

紙
に
船
の
出
発
の
情
報
を
書
き
、
出
発
す
る
前
に
船
中
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
（
あ
る
い
は
船
の
乗
務
員
に
渡
す
。
三
分
印
紙
付
き
）。

手
紙
は
船
が
長
崎
に
寄
港
し
た
時
に
回
収
さ
れ
、
汽
車
で
郵
送
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
そ
の
情
報
は
船
よ
り
早
く
清
国
留
学
生

会
館
に
届
き
、
船
が
横
浜
到
着
す
る
日
に
会
館
が
幹
事
を
赴
か
せ
て
出
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
切
の
世
話
と
案
内
は
会
館
の
義
務

で
、
費
用
は
徴
収
し
な
い
。
最
後
に
、
横
浜
駅
か
ら
、
汽
車
で
東
京
へ
赴
く
。
上
等
席
は
九
角
、
中
等
席
は
六
角
、
普
通
席
は
三
角
で

あ
る
。
所
要
時
間
は
一
時
間
か
か
る
。
東
京
に
住
む
に
は
、
毎
月
約
十
圓
あ
ま
り
か
か
る
。
軍
事
系
学
校
以
外
で
学
ぶ
学
生
は
、
公
文

書
が
な
く
て
も
直
接
入
学
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
来
日
の
留
学
生
活
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
簡
易
な
手
引
き
を
作
成
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
雑
誌
第
三
・
四
・
五
期
に
同
じ
く
「
上
海
招
待
処
」
に
つ
い
て
の
宣
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
頃
に
は
渡

日
す
る
学
生
数
が
日
増
し
に
増
え
、
も
と
か
ら
あ
っ
た
招
待
処
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
有
志
で
資
金
を
出
し

合
っ
て
新
し
い
宿
泊
所
を
手
配
し
た
。「
上
海
・
湖
北
遊
学
招
待
所
簡
略
章
程
」
に
よ
れ
ば
、
招
待
所
と
し
て
の
正
式
な
方
針
を
以
下
の

よ
う
に
定
め
た
と
あ
る
。

本
所
の
招
待
対
象
は
、
上
海
経
由
で
西
欧
・
日
本
へ
留
学
す
る
者
で
あ
る
。
故
に
「
湖
北
遊
学
生
招
待
所
」
と
称
す
る
。
本
所
は
「
老
北

門
城
河
浜
法
工
部
局
間
壁
六
十
九
号
」
に
あ
る
洋
式
住
宅
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
広
く
な
い
が
、
経
費
に
余
裕
が
生
じ
れ
ば
、
ま
た
拡
充
す
る

36
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予
定
で
あ
る
。
本
所
は
食
事
と
お
茶
を
提
供
す
る
。
数
十
人
の
規
模
の
官
費
留
学
生
を
常
時
、
収
容
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
私
費

留
学
生
十
数
人
程
度
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
宿
泊
は
可
能
で
あ
る
。
官
費
学
生
は
こ
こ
に
泊
ま
れ
な
い
が
、
紙
幣
の
兌
換
・
船
票
購
入
・
衣

服
の
製
造
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
手
助
け
す
る
。（
中
略
）
宿
泊
者
か
ら
は
毎
日
、
食
費
・
灯
油
代
・
お
茶
代
と
し
て
一
日
二
百
文
を
徴
収

す
る
。
宿
泊
の
み
の
場
合
、
灯
油
代
・
お
茶
代
と
し
て
一
日
五
十
文
を
徴
収
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
初
に
招
待
処
を
湖
北
同
郷
招
待
所
と
し
て
開
い
た
。
ま
た
、
日
本
留
学
希
望
者
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
へ
の
留
学
希

望
者
も
対
象
と
し
た
。
し
か
し
、
利
用
者
が
増
え
、
収
容
力
の
限
界
も
あ
る
の
で
、
同
人
が
資
金
を
集
め
て
新
し
い
場
所
に
招
待
処
を

設
け
た
。

要
約
す
る
に
、
湖
北
同
郷
会
は
清
国
留
学
生
会
館
が
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
私
費
留
学
生
に
対
し
て
、
案
内
業
務
を
手
伝
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
ま
ず
上
海
の
湖
北
遊
学
生
招
待
処
は
私
費
留
学
生
の
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
宿
泊
以
外
に
も
、
両
替
・
制
服
の
注
文
・

乗
船
切
符
の
購
入
な
ど
に
も
協
力
し
た
。
ま
た
、
来
日
留
学
生
は
横
浜
と
新
橋
の
二
箇
所
で
出
迎
え
ら
れ
た
。
官
費
生
で
あ
れ
ば
、
清

国
留
学
生
会
館
の
接
待
員
が
横
浜
ま
で
出
迎
え
、
東
京
の
新
橋
に
到
着
後
に
、
湖
北
同
郷
会
が
当
該
留
学
生
の
案
内
を
引
き
受
け
る
こ

と
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
私
費
留
学
生
で
あ
れ
ば
、
湖
北
同
郷
会
は
会
員
を
派
遣
し
て
横
浜
ま
で
出
迎
え
の
手
配
を
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
お
そ
ら
く
私
費
留
学
生
が
急
増
す
る
に
つ
れ
、
案
内
業
務
を
引
き
受
け
て
い
た
清
国
留
学
生
会
館
だ

け
で
は
、
次
第
に
対
処
が
難
し
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
湖
北
同
郷
会
は
清
国
留
学
生
会
館
と
連
携
し
、
同
郷
人
に
対

し
て
の
案
内
と
世
話
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親
睦
団
体
と
い
う
位
置
づ
け
の
湖
北
同
郷
会
の
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
接
待
は
、
異

郷
に
身
を
置
く
留
日
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
、
な
お
か
つ
有
り
難
い
業
務
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
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お
わ
り
に

湖
北
同
郷
会
の
機
関
誌
を
読
む
と
、
湖
北
留
日
学
生
の
思
想
が
「
郷
党
観
念
」
か
ら
「
狭
義
の
民
族
観
念
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
、
結

果
と
し
て
民
族
色
の
強
い
雑
誌
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
留
日
学
生
雑
誌
は
一
般
的
に
反
帝
国
主
義
・
反
満
革
命

の
宣
伝
手
段
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、『
湖
北
学
生
界
』『
漢
声
』
は
単
な
る
革
命
雑
誌
で
は
な
く
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た

る
内
容
で
、
一
般
人
向
け
の
科
学
読
み
物
の
特
徴
も
併
せ
持
っ
て
い
た
。

湖
北
同
郷
会
に
と
っ
て
機
関
誌
の
刊
行
は
非
常
に
重
要
な
業
務
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
諸
活
動
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ

の
ほ
か
に
、
各
種
日
本
書
籍
・
教
科
書
を
編
集
す
る
「
編
輯
部
」、
図
書
の
閲
覧
・
講
習
会
活
動
・
資
金
援
助
な
ど
教
育
の
普
及
に
関
わ

る
業
務
を
担
う
「
教
育
部
」、
湖
北
省
の
事
情
を
調
べ
る
「
調
査
部
」
も
置
か
れ
た
。
雑
誌
社
が
実
際
の
機
能
を
有
し
て
い
た
の
は
一
年

未
満
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
日
本
語
書
籍
の
翻
訳
・
重
訳
、
教
科
書
の
編
纂
な
ど
の
活
動
も
非
常
に
活
発
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
集
団
の
力
を
発
揮
し
、
日
本
で
学
ん
だ
新
知
識
や
政
治
思
想
、
教
育
理
論
な
ど
の
中
国
国
内
へ
の
導
入
や
国
民
意
識
の
覚
醒
に
尽
力

し
た
。

ま
た
、
留
学
生
同
郷
会
は
清
国
留
学
生
会
館
に
依
存
し
て
諸
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
は
主
体

的
に
展
開
し
て
い
た
業
務
も
あ
る
。
中
で
も
留
日
学
生
の
案
内
業
務
に
つ
い
て
は
独
自
の
活
動
が
見
ら
れ
る
。
初
期
段
階
で
は
学
生
数

が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、
日
中
両
国
政
府
が
段
取
り
を
つ
け
て
手
厚
く
案
内
し
た
。
清
国
留
学
生
会
館
は
設
立
し
て
か
ら
、
留
学

生
招
待
業
務
に
着
手
し
た
が
、
私
費
留
学
生
が
急
増
す
る
に
つ
れ
、
会
館
の
み
で
の
対
処
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、

湖
北
同
郷
会
は
会
館
が
対
応
し
き
れ
な
い
来
日
同
郷
人
に
対
し
て
、
漢
口
か
ら
の
旅
程
案
内
お
よ
び
上
海
の
同
郷
招
待
処
の
運
営
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
湖
北
同
郷
会
だ
け
で
は
な
く
、
他
省
の
同
郷
会
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
て
比
較
分
析
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
お
よ
び
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清
国
留
学
生
会
館
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
湖
北
留
学
生
が
帰
国
後
、
同
郷
会
で
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
て
「
同
盟
会
湖
北
分
会
」「
日
知
会
」「
文
学
社
」
と
い
う
革
命
組
織
を
成
立
し
発
展
さ
せ
て
い
く
が
、
湖
北
留
学
生
や
こ

れ
ら
団
体
が
萍
瀏
醴
蜂
起
や
辛
亥
革
命
で
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

註
1　

實
藤
恵
秀
「
少
数
良
質
の
時
代　

留
日
学
生
史
談
（
二
）」（『
東
亜
文
化
圏
』
二
巻
一
一
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月
）、「
多
数
速
成
の
時
代　

留
日
学
生
史
談
（
三
）」（『
東
亜
文
化
圏
』
二
巻
一
二
号
、
一
九
四
三
年
一
二
月
）、「
多
数
速
成
の
時
代　

留
日
学
生
史
談
（
四
）」（『
東
亜
文

化
圏
』
三
巻
一
号
、
一
九
四
四
年
一
月
）、
そ
し
て
『
中
国
留
学
生
史
談
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）
で
は
、
初
期
の
日
本
留
学
を
「
少

数
良
質
の
時
代
」（
一
八
九
六
〜
一
九
〇
〇
）、
上
潮
期
の
日
本
留
学
を
「
多
数
速
成
の
時
代
」（
一
九
〇
一
〜
一
九
〇
五
）、
革
命
前
の
日
本

留
学
を
「
質
的
向
上
の
時
代
」（
一
九
〇
六
〜
一
九
一
一
）
と
い
う
三
段
階
に
分
け
て
い
る
。

2　
「
留
学
生
会
館
之
起
源
」『
清
国
留
学
生
会
館
第
一
次
報
告
』（
一
〜
三
頁
）
お
よ
び
「
各
省
辦
報
事
件
」『
清
国
留
学
生
会
館
第
二
次
報
告
』

（
一
七
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

3　

實
藤
恵
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
、
二
〇
一
頁
。

4　

同
上
書
、
四
一
七
頁
。

5　

葛
文
峰
「
清
末
留
日
学
生
的
報
刊
編
訳
与
救
国
探
索

―
以
『
訳
書
匯
編
』
与
『
遊
学
訳
編
』
為
中
心
」『
邢
台
学
院
学
報
』
二
〇
一
五
年
第

一
期
、
宋
徽
「
晩
清
留
日
学
生
刊
物
『
湖
北
学
生
界
』
的
出
版
発
行
」『
出
版
発
行
研
究
』
二
〇
一
二
年
第
六
期
、
汪
維
真
「『
豫
報
』
創
辦

始
末
及
其
与
『
河
南
』
之
関
係
」『
史
学
月
刊
』
二
〇
〇
二
年
第
十
一
期
、
劉
訓
華
「
近
代
留
日
学
生
的
革
命
性

―
対
『
浙
江
潮
』
編
輯
群

的
歴
史
考
察
」『
江
西
社
会
科
学
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
）、
康
大
寿
「
従
『
四
川
』
看
二
十
世
紀
川
籍
留
日
学
生
的
愛
国
思
想
」『
四
川
師
範

大
学
学
報
』
一
九
九
五
年
第
二
期
、
木
基
元
「『
雲
南
』
雑
誌
及
其
革
命
影
響
」『
雲
南
社
会
科
学
』
一
九
九
六
年
第
三
期
、
王
公
望
「
辛
亥
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革
命
時
期
留
日
学
生
的
刊
物

―
『
夏
声
』」『
蘭
州
学
刊
』
一
九
八
四
年
第
三
期
、
張
応
超
「
辛
亥
革
命
前
陝
西
留
日
学
生
創
辦
期
刊
及
其

影
響
」『
江
蘇
大
学
学
報
』
二
〇
一
二
年
第
四
期
。
王
鼎
「
雑
誌
『
湖
北
学
生
界
（
漢
声
）』
か
ら
見
た
清
国
日
本
留
学
生
の
諸
活
動
」（『
現

代
社
会
文
化
研
究
』
第
六
十
四
期
、
二
〇
一
七
年
）、
孫
倩
「
清
末
留
日
学
生
の
思
想
と
行
動

―
雑
誌
『
河
南
』
を
例
と
し
て
」（『
ソ
シ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
』
第
二
十
期
、
二
〇
一
四
年
）。

6　

寧
金
苑
「
清
国
留
学
生
会
館
研
究
」（
武
漢
大
学
修
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
八
年
）、
孫
安
石
「
清
国
留
学
生
会
館
研
究
初
探

―
「
国
家
」
と

「
愛
国
」
の
は
ざ
ま
」
孫
安
石
・
大
里
浩
秋
編
『
中
国
人
留
学
生
と
「
国
家
」・「
愛
国
」・「
近
代
」』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
郭
夢
垚
「
清
国
留
学
生
会
館
の
設
立
と
励
志
会
・
訳
書
彙
編
社
と
の
関
係
に
つ
い
て
」『
中
国
研
究
月
報
』（
第
八
八
五
号
、

二
〇
二
一
年
一
一
月
）。

7　

胡
穎
「
清
末
の
日
本
に
お
け
る
中
国
人
留
学
生
同
郷
会
に
つ
い
て
：
湖
南
省
留
日
同
郷
会
の
初
期
活
動
を
中
心
に
」（『
人
文
研
究
』
一
九
十
九

号
、
二
〇
一
九
）
は
湖
南
省
同
郷
会
を
事
例
と
し
て
、
吉
川
次
郎
「
雲
南
同
郷
会
と
『
滇
話
報
』」（『
国
際
教
養
学
部
論
叢
』
一
〇
巻
二
号
、

二
〇
一
八
年
）
は
雲
南
同
郷
会
を
事
例
と
し
て
の
論
考
で
あ
る
。

8　
「
湖
北
学
生
界
開
辦
章
程
」『
湖
北
学
生
界
』
第
一
期
（
一
〜
三
頁
）
に
よ
れ
ば
、
機
関
誌
は
毎
月
の
朔
日
（
陰
暦
で
毎
月
の
第
一
日
）
に
発

行
さ
れ
る
こ
と
に
し
た
。
よ
っ
て
、
創
刊
号
は
旧
暦
の
光
緒
二
九
（
一
九
〇
三
）
年
元
日
に
刊
行
さ
れ
た
。

9　
『
旧
学
』
は
定
期
刊
行
物
で
は
な
く
、
雑
誌
第
五
期
の
あ
と
、『
漢
声
』
に
改
名
さ
れ
た
と
と
も
に
、
特
別
号
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

10　
「
湖
北
学
生
界
簡
章
」『
湖
北
学
生
界
』
第
二
期
。

11　
『
漢
声
』
第
七
・
八
期
合
冊
に
載
っ
た
「
昌
明
公
司
」
の
広
告
を
参
照
。

12　
「
叙
論
」『
湖
北
学
生
界
』
第
一
期
、
一
九
〇
三
年
、
一
〜
一
六
頁
。

13　
「
論
中
国
之
前
途
及
国
民
応
尽
之
責
任
」『
湖
北
学
生
界
』
第
三
期
、
一
〜
一
二
頁
。

14　
「
中
国
当
重
国
民
教
育
」『
湖
北
学
生
界
』
第
二
期
、
二
三
〜
三
二
頁
。

15　
『
湖
北
学
生
界
』
第
一
期
、
五
七
〜
六
二
頁
。

16　
『
湖
北
学
生
界
』
第
三
期
、
三
九
〜
四
六
頁
。『
湖
北
学
生
界
』
第
四
期
、
四
九
〜
六
二
頁
。『
湖
北
学
生
界
』
第
七
・
八
期
、
九
〜
二
二
頁
。
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17　
『
湖
北
学
生
界
』
第
三
期
、
一
〇
九
〜
一
一
五
頁
。

18　

支
那
調
査
会
編
『
支
那
通
商
』、
文
献
社
、
一
九
〇
二
年
、
六
五
一
頁
。

19　
『
湖
北
学
生
界
』
第
五
期
、
一
三
九
〜
一
四
三
頁
。

20　

た
と
え
ば
、「
応
用
工
学
」
は
三
期
連
載
の
形
で
、
静
電
気
学
、
電
気
の
伝
導
・
誘
導
・
波
動
・
化
学
反
応
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、「
普
通
経
済
学
」
は
五
期
連
載
の
形
で
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
（
一
七
二
三
〜
一
七
九
〇
）
の
著
書
『
国
富
論
』（
一
七
七
六
年
）
を
例

示
し
た
う
え
で
、
孤
立
経
済
・
公
共
経
済
・
個
人
経
済
・
家
族
経
済
・
社
会
経
済
・
国
民
経
済
と
い
っ
た
概
念
を
紹
介
し
た
。「
植
物
学
」
で

は
、
生
物
体
の
構
造
上
・
機
能
上
の
基
本
単
位
で
あ
る
細
胞
核
・
細
胞
質
・
細
胞
膜
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。「
物
理
学
」
に
は
、
内
容
は

力
学
・
熱
学
と
い
う
古
典
物
理
学
か
ら
、
分
子
・
原
子
と
い
う
現
代
物
理
学
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

21　
「
留
学
紀
録　

同
郷
会
紀
事
・
湖
北
之
部
」『
湖
北
学
生
界
』
第
二
期
、
一
一
三
〜
一
一
六
頁
。

22　

帝
国
婦
人
協
会
は
、
一
八
九
八
年
結
成
さ
れ
た
女
子
教
育
・
女
性
事
業
を
お
こ
な
う
組
織
。
会
長
は
実
践
女
学
校
の
下
田
歌
子
。
実
践
女
学

校
は
、
一
八
九
九
年
に
東
京
で
開
校
し
た
。
学
生
に
は
、
夏
循
蘭
・
陳
彦
安
・
銭
豊
保
・
曹
汝
錦
・
秋
瑾
な
ど
が
い
る
。
清
末
民
初
に
お
け

る
女
性
の
留
学
史
に
関
し
て
、
周
一
川
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
は
詳
し
く
書
い
て
あ
る
。

23　

実
藤
恵
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
、
五
一
二
頁
。

24　
「
留
学
紀
録
」『
湖
北
学
生
界
』
第
一
期
、
一
二
一
〜
一
二
三
頁
。

25　

郭
夢
垚
「
清
末
中
国
人
日
本
留
学
生
の
初
期
活
動
に
つ
い
て

―
励
志
会
と
訳
書
彙
編
社
を
中
心
に
」（
孫
安
石
・
大
里
浩
秋
編
『
中
国
人
留

学
生
と
「
国
家
」・「
愛
国
」・「
近
代
」』
東
方
書
店
、
二
〇
一
九
年
）、「
清
国
留
学
生
会
館
の
設
立
と
励
志
会
・
訳
書
彙
編
社
と
の
関
係
に
つ

い
て
」『
中
国
研
究
月
報
』（
第
八
八
五
号
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

26　
「
清
国
留
学
生
会
館
第
二
次
報
告
」
清
国
留
学
生
会
館
、
一
七
頁
。

27　
『
湖
北
同
郷
会
章
程
』、『
湖
北
学
生
界
』（
一
二
五
〜
一
三
〇
頁
）
を
参
照
。
全
部
十
章
か
ら
な
る
が
、
な
ぜ
か
第
七
章
が
抜
け
て
い
る
。
実

際
は
九
章
の
内
容
し
か
確
認
で
き
な
い
。

28　
『
師
範
講
義
』
と
い
う
講
義
録
は
、
①
教
育
原
理
、
②
法
制
大
意
、
③
小
学
教
育
制
度
、
④
徳
法
英
美
教
育
制
度
、
⑤
国
家
教
育
学
、
⑥
学
校
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種
類
及
系
統
、
⑦
師
範
学
校
、
⑧
小
学
校
教
授
法
、
⑨
中
学
校
、
⑩
経
済
大
意
、
⑪
地
理
大
要
、
⑫
理
化
概
要
、
⑬
生
理
衛
生
学
、
⑭
課
外

講
義
、
⑮
参
観
筆
記
と
い
う
十
五
部
類
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
合
計
字
数
は
約
三
十
万
と
な
っ
て
い
る
。

29　
『
湖
北
学
生
界
』
第
一
期
、
一
三
七
〜
一
五
三
頁
。
そ
の
十
一
の
項
目
は
、
政
治
・
教
育
・
経
済
・
実
業
・
軍
事
・
歴
史
・
地
理
・
民
族
・
産

出
・
交
通
・
外
人
勢
力
で
あ
る
。

30　
「
同
郷
会
紀
事
・
湖
北
之
部
」『
湖
北
学
生
界
』
第
二
期
、
一
一
三
頁
。

31　
『
湖
北
学
生
界
開
辦
章
程
』
の
「
第
四
条　

経
費
」
に
「（
一
）
本
報
社
は
、
湖
北
留
学
生
有
志
が
資
金
を
集
め
百
部
先
行
発
行
し
、
一
部
日

本
円
十
円
で
基
本
金
と
し
て
毎
月
維
持
費
を
捻
出
す
る
。
毎
年
年
末
に
精
算
を
し
て
会
計
が
報
告
す
る
。
有
志
者
は
持
ち
株
ご
と
に
任
務
が

与
え
ら
れ
、
一
株
ご
と
に
通
年
本
雑
誌
一
部
が
無
料
で
送
ら
れ
る
。（
二
）
内
地
の
同
士
が
本
社
の
社
員
を
希
望
す
れ
ば
、
同
意
後
、
本
章
程

を
し
た
た
め
て
か
ら
証
書
を
郵
送
す
る
。（
三
）
若
し
我
々
の
主
旨
に
賛
同
し
、
経
済
的
に
援
助
し
て
く
れ
る
内
地
官
紳
な
ど
の
方
が
居
れ

ば
、
即
ち
本
社
の
名
誉
成
員
に
推
薦
す
る
。
ま
た
、
そ
の
寄
付
し
た
金
額
に
よ
り
斟
酌
し
、
本
社
の
出
版
雑
誌
ま
た
関
係
書
籍
が
贈
呈
さ
れ

る
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
第
六
条　

辦
法
」
に
「
本
報
は
、「
風
気
を
開
く
」
と
い
う
目
的
が
あ
る
た
め
、
購
読
代
の
定
額
を
格
別
に
廉
く
し

て
い
る
。
年
間
十
二
部
で
大
洋
二
元
、
半
年
六
冊
で
は
大
洋
一
元
一
角
、
一
部
大
洋
二
角
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
遠
方
の
読
者
に
は
、
基

本
料
金
の
上
に
郵
送
料
金
を
追
加
す
る
」
と
あ
る
。

32　
『
漢
声
』
第
六
期
の
広
告
に
よ
る
。

33　
『
漢
声
』
七
・
八
期
合
冊
の
本
社
特
別
広
告
に
よ
る
。

34　
「
分
校
分
省
人
数
統
計
表
」『
清
国
留
学
生
会
館
第
一
次
報
告
』、
一
九
〇
二
年
。

35　

清
国
留
学
生
会
館
が
設
立
さ
れ
た
後
、「
招
待
規
則
」
と
い
う
案
内
業
務
に
着
手
し
は
じ
め
た
。
留
学
生
は
そ
の
手
順
に
従
っ
て
行
動
す
れ

ば
、
無
事
に
留
学
先
に
到
着
で
き
る
。
清
国
留
学
生
会
館
の
招
待
業
務
に
つ
い
て
、
孫
安
石
「
清
国
留
学
生
会
館
研
究
初
探

―
「
国
家
」

と
「
愛
国
」
の
は
ざ
ま
」『
中
国
人
留
学
生
と
「
国
家
」・「
愛
国
」・「
近
代
」』（
東
方
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
が
詳
し
い
。

36　

日
本
留
学
希
望
者
は
引
き
も
切
ら
な
い
。
湖
北
省
は
官
費
生
が
多
い
が
、
私
費
生
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
た
だ
、
近
頃
、
続
々
と
や
っ
て
来

て
い
る
。
道
の
り
は
と
て
も
遠
く
、
知
り
合
い
も
な
く
、
土
地
に
も
不
案
内
で
困
っ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
だ
。
宜
昌
の
出
身
王
慕
陶
氏
は
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「
上
海
新
閘
新
馬
路
餘
慶
里
十
九
号
国
民
叢
書
社
」
に
あ
る
住
宅
を
湖
北
同
郷
会
招
待
処
と
し
て
、
提
供
し
た
。
湖
北
出
身
の
留
日
希
望
者
は

「
清
国
留
学
生
会
館
」
が
設
置
し
た
「
湖
北
招
待
処
」
で
案
内
情
報
が
得
ら
れ
る
ほ
か
に
、「
湖
北
招
待
処
」
で
諸
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
て
も
ら
え
る
。
道
に
迷
わ
な
い
よ
う
に
と
、
よ
り
綿
密
な
留
学
計
画
を
提
案
し
て
も
ら
え
る
。
よ
り
多
く
の
同
郷
出
身
者
が
留
学
し
、

無
事
に
来
日
で
き
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。『
湖
北
学
生
界
』
第
三
期
、
第
四
期
、
第
五
期
、
宣
伝
広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
上
海
湖

北
同
郷
会
招
処
」
に
よ
る
。

37　
『
湖
北
学
生
界
』
第
七
・
八
期
、
本
社
特
別
広
告
の
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
招
待
所
章
程
に
よ
る
。
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